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( 1 ) ア

1辺の長さが1の正三角形の各辺を 1:Hこ内分することから,内部にできる

正三角形の 1辺の長さは

となる^

2

よって

イ

各辺を 1:Nこ内分することから,内部にできる正三角形の 1辺の長さは元

その面積とな り三角形のの正 ,

..・面゛・平ド・迎,

したがって

,

列{S,}は

ら第 k項

,

β̂
4

初項

まで

,・(ゞ

公比,

和を Ukとお

となる。

の

面積乙は合同な

0

,N川
したがって

となる。

等比数列である。

くと,

( 2 ) た除面積 S,から面積

形の面積の和になる。そこで

ようになる。
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( 3 ) 題意より

(2)の結果より,

,

9"h * 2(0-hy

⇔ 2α2 -5αh+2h2 =0

⇔(20一の("-2の*0

'n-=^12である。
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⇔α=-h,2h
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α塗h より

する。成〕ιξ=^12が

ある
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(D 不等式を変形するとい一3y-(y-2y三 1が得られる。これより,領域Dは中心

が(3,2)で半径が1の円 Cおよびその内部である。すなわち,下図の斜線部分で

ある。ただし,境界線を含む。
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①(2) 2χ+1=kとおくと, χ^

2

"軸に垂直な直線①が領域Dと共有点を.持つ場合,

k-1、白゛゛ケ゛χ座標'ニーが最大となるのは,直線①が円Cに右図
2

のように接するときである。

このとき, kも最大となる ことから -4、
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原点を中心とする円②が領域Dと共有点を持つと

き,円②の半径,が最大となるのは,円 Cが円②に

右図のように内接するときである。このとき

,・*1ヲ1ヌー1*癌一1

1'ユ= 14 + 2Ⅵ'弓'。よって

しがたって,ゞ+ゾの最大値は(vfi'+1)需14+2Ⅵ'i'と
ユ2

をとる点なる。ただし よχ+y、の χノ,

原点を中心とする半径 1の円上の

ある。

③おくと(4) y =刀1χ^= PI

χ

原点を通る直線③が領域Dと

傾きmが最小となるのは,

ように接するときである。

線③の距雜は円 Cの半径1と

13m -21

求めるもの

y

N而,而)な

となる値である ただし

2

②

4二石f

両辺を2乗して整理すると

b二

0

共有点を持つと

直線③が円Cに右図

円 Cの中心(3,2)と

・一致するので,

131π一 21 = V1元テ〒1

これを解いて

すなわち
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[ 3 ] 0を原点とするχy平面上を動く点Pがあり,

が

χ= e- sint,

a ) dx = e、'(-sint+cost), dy = e、'(-cost -sint)
威統

で与えられている。

y=e cost

であるからt=0における点Pの速度νは

(e゜(-sin0 十 COSの, e゜(-COSO - sino))=(1,-1)

となる。

時刻tにおける点Pの座標(χ,"

(2)時刻tにおける点Pの速さは時刻tにおける点Pの速度"の大きさであるから,

PI・等Hが
'、"(ー.i川一0那りー.、"(-00討一釧ot)

e、2' 2(sin2 t 十 COS2 t)= V巨二 e、'

となる。よってこの結果と題意より,定数t1は,

V三'・,,*1ゞV三

をみたせばよい。したがって

3

tl = 10g3 となる。



(3) t=0から t=1までに点Pが動く道のりしを求める。

'・j^1ψ

・j;1^'
= jlV巨le・,dt

・五[・'、']1

=●1(1- e、')

(4)時刻t=hにおける点Pについて,ベクトル 0Pとその点Pの速度のなす角θを

求める。その点Pの速度をν1 と表すと,内積の公式から

面・▼・ 1面11〒1鄭0,
OP 'ν1

鄭、可岫
.^^
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である。

した力
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10PI=χ2 +yユ= e、2'. sin2t +e、礼 COS2t

1ヌ1・五'、、より,

となる。
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となる。
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a)

箱Aから3枚の力ードを取り出す組み合わせは,。4=120通りで,4枚の素数から3

枚が取り出される組み合わせは'C=4通りであるからー。

( 2 )

Sが1である事象をχとし, rが0である事象を,

1である事象Z1は和事象 Xvyと同値である。

より ,

P(X)・iる, P(y)"1δ, P(X'<y)*而=^ Pχ<y=^

P(Z.)・P(xvy)・P(X"P(y)-P(X<y)*ー。

( 3 )

10枚の力

(4)

γとする。

よって,

ドから3枚の力

取り出した力ードに0が書かれた力ードが含まれる事象をXとする。取り出した

カードに5が書かれた力ードが含まれ,他の力ードは6以上の整数が書かれた力

ドである事象をγとする。このとき,3桁の整数が5の倍数である事象Z"よ互

いに排反な事象X,γの和事象 Xvyと同値である。よって,

このとき

P(X).'Σ,3、, P(γ)*'聖,上
CIO C20

7

P(Z.)・P(xvy)*P(X"P(γ)・石。

ドを取り出す組み合わせは WC=120通り。

Sのr乗の値が

より



( 5 )

3つの数の積が0を含む3の倍数でない事象をXとし,3つの数の積が0である事象

をγとする。このとき,3つの数の積が0を除く 3の倍数である事象Z3の余事象は

互いに排反な事象X,γの和事象 Xvyと同値である。ここで, Xは箱Aから3,6,9

以外が書かれた力ードを 1枚取り出し,箱Bから0,3,6,9以外が書かれた力ード

を2枚取り出す事象と言い換えることができ,γも箱Bから取り出した力ードに0

が書かれた力ードが含まれる事象と言い換えることができる。よって,

より

P(X)*1.'、*1, P(γ)*』、、.1
102 102

P(Z.)・1-P(xvy)・1-P(X)-P(y)・ー。


